
　成田空港機能強化に伴うまちづく
り方針基礎調査委託などの事業を推
進していく。

将来事業等の企画事務費
3325万円

　新たに定期化されるＲＳウイルス
ワクチンの円滑な実施体制を整え、
健康を守るための環境を構築する。

感染症予防対策
1億9111万円

　発達障がい等こどもの特性を早期
に発見し、適切な支援を行うことを
目的に５歳児健康診査を実施する。

妊婦・乳幼児健康診査
4563万円

　飼い主がいない猫に対しても不
妊・去勢手術費用の助成を行い、処
分数の抑制を図る。

畜犬等適正管理指導
549万円

　実店舗の開業を目指す者に対し、
試験的な短期出店の費用を助成し、
新規出店を後押しする。

商業活性化推進
1417万円

　学校再編による開校準備のため、
校舎と屋内運動場等の改修工事及び
実施設計を行う。

小学校統合整備
９億2360万円

　就労条件等を問わず時間単位で保
育所等を利用できる新たな通園給付
制度である。

乳児等通園支援
1249万円

　全公立保育所にＡＥＤと見守りカ
メラを導入し、児童の安心安全と保
育の透明性を図る。

公立保育所運営費
６億1570万円

第１回定例会の内容をわかりやすくお伝えします。

令和８年６月１日発行

※１万円未満は切り捨て

あさひ議会だより
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令和８年度予算の中から、主要な事業をＰＩＣＫ ＵＰ！！

一般会計予算の概要と
主要事業を公開してい
ます。



第１回

定 例 会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
３
月
６
日
、
９
日
、
10
日
の
３
日
間
で
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は
永
井
孝
佳
委
員
長
、
平
山
清
海
副
委
員
長
、
松
木
源
太
郎
委
員
、
木
内
欽
市
委
員
、

桐
文
夫
委
員
、
﨑
山
華
英
委
員
、
伊
場
哲
也
委
員
、
常
世
田
正
樹
委
員
、
戸
村
ひ
と
み

委
員
の
９
名
で
、
令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令和８年度一般会計予算

328億2000万円
予算編成方針

　令和８年度の予算編成にあたっては、社会情勢や国の動向、市民ニーズを
的確に捉えながら、必要な事業を見極め、最も効果的・効率的な手法を選択し、
事業の総量の最適化を進め、「チーム旭でまちづくり」の理念のもと、市民一人
ひとりが健やかで幸せに、満足した暮らしを送ることができ、「ずっと住み続
けたい」と思ってもらえるまちづくりを持続的に行い、将来世代に責任をもっ
て引き継いでいくための予算編成方針とした。

新年度予算の中から、予算審査特別委員会で質疑のあった事業を紹介します。

1586万7000円
　こども家庭センターにおける母子保健機能として、妊娠･�
出産･子育てに関する各種の相談に応じ、妊産婦及び乳幼
児の健康の保持及び増進に関する包括的な支援を行う。

子育て世代包括支援

PickUp

1

2598万5000円
　中学校の休日部活動を地域展開するために、コーディ
ネーターを雇用し、移行に向けた体制を整備する。また、
移行後のクラブ運営は業務委託により行う。

部活動地域クラブ運営

PickUp

２
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1631万1000円
　ロケ誘致・支援を行うことによる作品を通した情報発
信、映画やドラマ等の作品の舞台を訪れてもらうロケツー
リズムを推進することで旭市の認知度向上を図る。

シティプロモーション推進

PickUp

３

1589万7000円
　災害対応業務のＤＸ化を図るため、被災者生活再建シ
ステムを導入し、被災者情報を一元管理することで、事
務の効率化と早期・的確な支援を実施する。

防災体制強化

PickUp

4

令和８年度予算 　注目事業をPickUp

子育て世代包括
支援

８
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
、
12
月
末
時
点
で
、
4
2
1
名
の
登
録
が
あ
っ
た
。

利
用
の
実
績
は
、
24
時
間
対
応
の
相
談
が
2
4
4
件
、
平
日
の
夜
間
相
談
が

19
件
、
助
産
師
に
よ
る
日
中
相
談
が
７
件
。
ま
た
、
過
去
の
相
談
内
容
を
検

索
で
き
る
相
談
検
索
は
2
9
9
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
委
託
料
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
と

思
う
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
登
録
や
利
用
が
あ
っ
た
の
か
実
績
を
伺
う
。

PickUp

1部活動地域クラ
ブ運営

委
託
料
の
約
３
割
が
指
導
者
へ
の
報
酬
で
、
約
７
割
が
ア
プ
リ
を
利
用
し
た

生
徒
管
理
、
残
り
が
人
件
費
。
９
月
に
地
域
移
行
で
き
る
よ
う
、
生
徒
や
保

護
者
、
教
員
へ
の
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。
約
20
ク
ラ
ブ
の
移
行
を
予
定
し

て
お
り
、
指
導
員
を
60
名
程
度
募
集
す
る
。

運
営
業
務
委
託
料
２
１
２
７
万
円
に
つ
い
て
、
積
算
根
拠
と
現
在
の
進
捗
状

況
、
今
後
の
見
通
し
は
。

PickUp

２
防災体制強化

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
建
物
の
被
害
認
定
調
査
を
行
い
、

罹
災
証
明
書
の
発
行
、
被
災
者
台
帳
の
管
理
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
作
業
の

迅
速
化
や
正
確
性
が
向
上
し
、
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
る
。
ま
た
、
全

国
で
導
入
が
増
え
て
お
り
、
応
援
や
受
援
の
際
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
運
用
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ

り
業
務
の
効
率
化
や
支
援
の
迅
速
化
な
ど
、
具
体
的
に
ど
う
な
る
の
か
。

PickUp

4 シティプロモー
ション推進

結
構
な
予
算
を
か
け
て
い
る
が
、
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
業
務
委
託
料
の
費

用
対
効
果
の
評
価
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

費
用
対
効
果
と
し
て
は
、
本
市
が
テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
で
、
市
の
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
が
向
上
し
て
い
る
。
多
く
の
人
が
旭
を

訪
れ
た
こ
と
で
経
済
効
果
も
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

PickUp

3

予算審査Q＆A
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受給資格者 新 旧

満 80歳に達する者 廃止 5000円

満 88歳に達する者 10000 円 10000円

満 99歳に達する者 20000 円 10000円

満 100歳に達する者 30000 円 30000円

満 101歳以上に達する者 廃止 10000円

4

市長提出議案
◦予算案件���������������� 11件
◦条例案件���������������� 10件
◦人事案件������������������３件
◦その他案件��������������３件

予
　
　
算

議案  第９号

令
和
７
年
度

旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
18
億
９
８
０
０

万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
３
７
６
億
３

５
０
０
万
円
と
す
る
。
繰
越
明
許
費
の
追
加
や

地
方
債
の
追
加
及
び
変
更
も
行
う
。

問
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
７
億
５
５
６
０
万
２
０
０
０

円
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
配
分
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
充
当
事
業
は
３
つ
あ
る
。
１
つ
目
が
、
市

民
１
人
当
た
り
１
万
１
５
０
０
円
の
給

付
金
の
支
給
を
行
う
事
業
。
２
つ
目
が
、
プ
レ

ミ
ア
ム
率
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
共
通
商
品
券

の
発
行
を
行
う
事
業
。
３
つ
目
が
、
水
道
基
本

料
金
２
か
月
分
の
減
免
を
行
う
事
業
。

問
放
送
受
信
料
３
２
１
万
円
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
未
払
い
分
と
の
こ
と

だ
が
、
詳
細
を
伺
う
。

答
内
訳
つ
い
て
は
、
カ
ー
ナ
ビ
が
17
件
、

モ
ニ
タ
ー
の
目
的
で
設
置
し
て
い
た
テ

レ
ビ
が
４
件
、
衛
星
放
送
が
受
信
で
き
る
状
況

に
あ
る
が
、
地
上
波
の
み
の
契
約
と
な
っ
て
い

た
テ
レ
ビ
が
13
件
。
期
間
に
つ
い
て
、
カ
ー
ナ

ビ
は
長
い
も
の
で
平
成
20
年
か
ら
、
テ
レ
ビ
は

平
成
26
年
か
ら
の
も
の
が
あ
る
。

問
５
年
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
時
効

が
表
明
で
き
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
が
、

な
ぜ
平
成
20
年
ま
で
遡
っ
て
支
払
う
の
か
。

答
今
回
の
事
案
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
受

信
で
き
る
設
備
を
設
置
し
た
者
は
契
約

を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
契
約
締

結
義
務
の
不
履
行
と
な
り
、
契
約
自
体
を
締
結

し
て
い
な
い
た
め
、
契
約
が
あ
る
場
合
と
は
状

況
が
異
な
る
。
時
効
に
関
し
て
は
、
契
約
が
成

立
し
た
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
請
求
権
が
発
生
し
、

時
効
に
向
け
て
の
カ
ウ
ン
ト
が
始
ま
る
。
つ
ま

り
、
未
契
約
で
あ
る
今
回
の
事
案
に
つ
い
て
は

時
効
の
カ
ウ
ン
ト
が
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
テ
レ

ビ
等
を
設
置
し
た
日
ま
で
遡
っ
て
請
求
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
時
効
を
主
張
で
き
ず
、
５
年
以

上
前
の
受
信
料
も
支
払
う
こ
と
と
な
る
。

条
　
　
例

議案  第16号

旭
市
長
寿
祝
金
支
給
条
例

の
一
部
改
正

８
年
ぶ
り
に
受
給
資
格
等
を
見
直
し

　

受
給
資
格
者
に
つ
い
て
「
引
き
続
き
１
年
以

上
」
を
加
え
、「
９
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
引

き
続
き
１
年
以
上
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
者
」
と
し
、
年
齢
の
区
分
を
５
区

分
か
ら
３
区
分
に
再
整
理
す
る
。

問
満
80
歳
の
方
と
満
１
０
１
歳
以
上
の
方

を
除
外
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
満
80
歳
に
つ
い
て
は
、
平
均
寿
命
が
満

80
歳
を
超
え
て
お
り
、
県
内
の
状
況
も

参
考
に
、
対
象
外
と
し
た
。
満
１
０
１
歳
以
上

の
区
分
に
つ
い
て
は
、
節
目
に
合
わ
せ
て
の
祝

い
金
の
役
割
は
満
１
０
０
歳
の
給
付
を
も
っ
て

果
た
し
た
も
の
と
考
え
対
象
外
と
し
た
。

問
予
算
額
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
く
る

の
か
。

答
令
和
８
年
度
予
算
編
成
時
の
対
象
見
込

み
の
人
数
で
試
算
し
た
場
合
、
現
行
の

制
度
で
算
定
し
た
見
込
額
は
１
０
４
５
万
円
。

改
正
後
の
制
度
で
算
定
し
た
見
込
額
は
５
９
３

万
円
で
、
４
５
２
万
円
の
減
額
と
な
る
。

　この定例会には、令和８年度各会計予算、条例の一部改正・廃止、人事案件など27
議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意・承認されました。
　質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。ＱＲコードを読み取ると議案質疑の録画
映像をご覧いただけます。

第１回
定例会

議 案 審 議
会期　２月20日～３月19日（28日間）

長寿祝金の新旧比較

※９月１日時点で１年以上旭市民であることが、追加された。
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建設経済常任委員会
旭市非常勤の職員の報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について（議案第11号）

Ｑ 鳥獣被害対策実施隊員の報酬
は、年額2000円とのことだが、

安いのではないか。

Ａ 非常勤職員としての身分に基づ
く報酬であり、近隣自治体にお

ける報酬を勘案するとともに、実際の
活動に対する日当は、旭市鳥獣被害防
止対策協議会から別途支払われること
を踏まえての設定である。

旭市営住宅の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定につい
て（議案第18号）

Ｑ 住宅が解体されて、更地となる
と、砂埃などが飛散するが、団

地内の住宅が全てなくなるまでそのま
まにしておくのか。

Ａ 解体撤去後、更地にして砕石等
で飛散防止をする。全体が撤去

された場合は、利用計画を検討するが、
現状では撤去したところだけ、飛散防
止を行う。

審査結果
委員会付託の４議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。

議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、
賛成・反対を決め、本会議で報告します。質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。
詳しい内容を知りたい場合は６月中に掲載予定の会議録をご覧ください。

旭市議会
会議録検索
システム

文教福祉常任委員会
令和７年度旭市一般会計補正予算の議
決について（議案第９号）

Ｑ 中学校施設改修事業について、
設計・監理委託料と校舎等改修

工事の内容は。

Ａ 中学校５校体育館への空調設備
設置工事に関するもので、設計

監理委託料と工事の内容は、足場の設
置、室内外機の設置、ボールガードの
設置、受変電設備の改修を行うもの。

Ｑ 空調設備設置工事の中に、断熱
工事も含まれているのか。

Ａ 断熱工事は含まれていない。今
後、状況に応じて行う。

Ｑ 空調設備設置工事の設計年度と
工事年度はいつか。

Ａ 令和７年度補正予算で計上し、
繰越事業として令和８年度に工

事を行う。
旭市青少年問題協議会設置条例を廃止
する条例の制定について（議案第20号）

Ｑ 青少年問題協議会は、どのよう
な役割を担っていたものなの

か。また、廃止することで市民への影

響はないのか。

Ａ 青少年問題協議会は、青少年に
関する施策について、必要な事

項の調査審議や、関係機関との連絡調
整、意見の具申などを行っていた。他
の協議会等に役割が引き継がれている
ことから、市民への影響はない。

審査結果
委員会付託の７議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。陳情１件につ
いて、賛成多数で採択。

総務常任委員会
旭市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例の制定について（議案第14
号）

Ｑ 国保税の課税限度額について、
子ども・子育て支援金はいつ決

定するのか。

Ａ 子ども・子育て支援金の限度額
は、国民健康保険料では昨年

11月に３万円とすることで決定して
いる。国保税は例年３月31日に国の
施行令により決定されるため保険料と
同額であれば３万円となり、専決処分
により条例改正を予定している。

旭市火災予防条例の一部を改正する条
例の制定について（議案第19号）

Ｑ 改正後にサウナの種類が２つと
なるが、その違いは。

Ａ 一般的にある屋内のサウナのほ
か、テント型やバレル型のサウ

ナが増えてきたことから、国におい
て、設置基準を設けた。バレル型など
は、熱源機器が６kW以下の小さいも
ので、離隔距離を一般的なサウナの距
離に合わせると不都合があるため、緩
和処置として一般サウナと簡易サウナ
を分けた。

審査結果
委員会付託の７議案について、議案第
14号、第21号は賛成多数で、その他
議案は全員賛成で原案のとおり可決、
承認。

テント型とバレル型サウナ

Ｑ ＆ Ａ常任委員会審査
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審議案件一覧

議案
番号 件名と主な内容（件名は一部省略） 付託

委員会
委員会の
審査結果

本会議の
議決結果

 市　長　提　出　議　案

1 令和８年度旭市一般会計予算…歳入歳出予算を328億2000万円と定めるもの。
対前年度13億8000万円の減となった。 予算審査 原案可決 原案可決

賛成多数

2 令和８年度旭市病院事業債管理特別会計予算…歳入歳出予算を38億4500万円と定
めるもの。旭中央病院への貸し付け約15億円と病院債の償還約23億円を計上した。 予算審査 原案可決 原案可決

全員賛成

３ 令和８年度旭市国民健康保険事業特別会計予算…歳入歳出予算を事業勘定80億
3400万円、施設勘定8100万円と定めるもの。 予算審査 原案可決 原案可決

全員賛成

４
令和８年度旭市後期高齢者医療特別会計予算…歳入歳出予算を10億7200万円と
定めるもの。歳出では保険料等の増に伴う広域連合納付金の増額などにより、対
前年度比21.4％増を見込んだ。

予算審査 原案可決 原案可決
全員賛成

5
令和８年度旭市介護保険事業特別会計予算…歳入歳出予算の総額を61億8800万
円と定めるもの。介護保険事業計画の策定支援業務委託料や居宅介護サービス給
付費などを計上した。	

予算審査 原案可決 原案可決
全員賛成

６
令和８年度旭市水道事業会計予算…主要な建設改良事業として、旭配水場ポンプ
施設更新工事９億1839万円および旭地域および飯岡地域の基幹管路の耐震化工
事を含む配水管布設替工事３億4418万円を予定している。	

予算審査 原案可決 原案可決
全員賛成

７ 令和８年度旭市公共下水道事業会計予算…主要な建設改良事業として、処理場設
備更新工事8851万7000円を予定している。 予算審査 原案可決 原案可決

全員賛成

８ 令和８年度旭市農業集落排水事業会計予算…主要な建設改良事業として、ポンプ
場設備更新工事770万円を予定している。 予算審査 原案可決 原案可決

全員賛成

９ 令和７年度旭市一般会計補正予算…歳入歳出予算に18億9800万円を追加し、予
算の総額を376億3500万円とするもの。→４ページ参照	

建設経済 原案可決
原案可決
全員賛成文教福祉 原案可決

総　　務 原案可決

10
令和７年度旭市介護保険事業特別会計補正予算…歳入歳出予算に１億5100万円
を追加し、予算の総額を61億4200万円とするもの。基金運用利息と剰余金を積
み立て、介護給付費負担金等の確定による国・県・市の精算分を返還する。

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

11
旭市非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正…猟友会および地
元住民による旭市鳥獣被害対策実施隊を設置し、鳥獣被害対策実施隊員の年額報
酬額を2000円とするもの。	

建設経済 原案可決 原案可決
全員賛成

12 旭市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正…地域手当を100分の２から
100分の４に引き上げ、３つの区分に分かれていた通勤手当を統合する。 総　　務 原案可決 原案可決

全員賛成

13 旭市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正…会計年度任
用職員の地域手当についても、同様の改定を行うもの。 総　　務 原案可決 原案可決

全員賛成

14
旭市国民健康保険税条例の一部改正…国民健康保険税の課税額に「子ども・子育
て支援納付金課税額」が追加されることから、所要の改正を行う。また、昨年３
月の税制改正で国民健康保険税の基礎課税分および後期高齢者支援金分の課税限
度額が引き上げられたことから併せて改正を行う。	

総　　務 原案可決 原案可決
全員賛成

15
旭市立保育所条例の一部改正…令和12年度に古城保育所とまんざい保育所を統
合する予定となっていたが、計画を前倒しして統合することとし、まんざい保育
所を廃止するため、所要の改正を行う。	

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

16
旭市長寿祝金支給条例の一部改正…前回の見直しから８年が経過する中、高齢化
の進展や平均寿命の延伸など、社会情勢の変化に対応するため、受給資格や支給
額を見直すもの。→４ページ参照。					   

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

17
旭市国民健康保険条例の一部改正…旭市国民健康保険の被保険者である妊産婦の
医療費のうち、一部負担金を助成する妊産婦付加金について、令和７年度から国
の施策として、市民全体を対象とした、妊婦のための支援給付制度が新たに開始
されたことから、廃止することとしたため、所要の改正を行うもの。	

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

令和８年  第１回定例会 審議結果一覧
議案等はホームページで公開しています。ＱＲコードを読み取ると議案等をご覧いただけます。
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議案
番号 件名と主な内容（件名は一部省略） 付託

委員会
委員会の
審査結果

本会議の
議決結果

18 旭市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正…老朽化による用途廃止に伴
い、双葉団地の戸数を38戸から36戸へ改めるもの。 建設経済 原案可決 原案可決

全員賛成

19
旭市火災予防条例の一部改正…簡易的なサウナ設備に関する規制緩和及び感震ブ
レーカーの設置促進のため、「対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火
気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令」の一部改正に
伴い、所要の改正を行うもの。

総　　務 原案可決 原案可決
全員賛成

20
旭市青少年問題協議会設置条例の廃止…旭市青少年問題協議会はその役割を、社
会教育委員、青少年相談員および青少年育成市民会議、青少年センター等に引き
継がれており、目的は十分に果たされていることから、条例を廃止するもの。	

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

21
旭市過疎地域持続的発展計画の策定…干潟地域の持続的発展を図るため、「過疎地
域の持続的発展の支援に関する特別措置法」や「千葉県過疎地域持続的発展方針」
に基づく新たな計画を策定し、議会の議決を求めるもの。	

総　　務 原案可決 原案可決
賛成多数

22
指定管理者の指定（飯岡福祉センター）…現在、同施設の指定管理者である社会福
祉法人旭市社会福祉協議会について選定委員会で審議を行い、審議の結果、適当
な候補者として選定されたことから、議会の議決を求めるもの。

文教福祉 原案可決 原案可決
全員賛成

23 市道路線の認定…宅地造成に伴い、帰属および寄附された２路線を認定するにあ
たり、議会の議決を求めるもの。 建設経済 原案可決 原案可決

全員賛成

24 旭市監査委員の選任…地方自治法第196条第１項の規定により、議会の同意を求
めるもの。選任したい方は、ニにお住まいの宮内敏之氏。 付託省略 同　　意

全員賛成

25 人権擁護委員候補者の推薦…任期満了に伴い、後任を法務大臣に推薦するにあた
り、議会の意見を求めるもの。推薦したい方は、萬力にお住まいの金杉光信氏。	 付託省略 同　　意

全員賛成

26 人権擁護委員候補者の推薦…任期満了に伴い、後任を法務大臣に推薦するにあた
り、議会の意見を求めるもの。推薦したい方は、ニにお住まいの平山保幸氏。 付託省略 同　　意

全員賛成

27 専決処分の承認（令和７年度旭市一般会計補正予算）…衆議院解散に伴い、衆議院
議員選挙に係る経費を１月23日に専決処分したので、議会の承認を求めるもの。 総　　務 承　　認 承　　認

全員賛成
 委　員　会　提　出　議　案（発議）

1 保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらなる改善を求める意見書の提出に
ついて 付託省略 原案可決

賛成多数
 陳　情

１ 保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらなる改善を求める意見書提出を求
める陳情 文教福祉 採　　択 採　　択

賛成多数

議
案
番
号

件　
　
名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
金
澤　
雅
哉

髙
槗
美
千
子

戸
村
ひ
と
み

常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

伊
場　
哲
也

平
山　
清
海

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案
１ 令和８年度旭市一般会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ×
21 旭市過疎地域持続的発展計画の策定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ×

24 旭市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 欠 〇 〇 〇

25 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 欠 〇 〇 〇

26 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 欠 〇 〇 〇

委　員　会　提　出　議　案（発議）

１ 保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさら
なる改善を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ×

陳　情

１ 保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさら
なる改善を求める意見書提出を求める陳情 採択 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長
※議長は採決に加わりません。

賛否が分かれた議案等と欠席者のあった議案
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市
政
を
問
う
！

一般質問とは
　本会議で議員が行う市政
全般に関する質問です。旭市
の様々な課題について、市の
考えを聞き、説明を求めます。
　第１回定例会では11人の
議員が質問を行いました。各
議員の質問の項目について
は記載のとおりです。

★印の項目については、質問とその答弁の要旨を掲載しています。
またＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像をご覧い
ただけます。

P９ 島
しま

田
だ

 恒
わたる 議員 ★ 基幹産業である農業の振興について

★ 資産マネジメント戦略について

常
とこ

世
よ

田
だ

 正
まさ

樹
き  議員

★ 防災力の強化について
★ 交通安全の強化について
★ 農業の振興について

P10 﨑
さきやま

山 華
はな

英
え  議員

 ● （仮称）北統合中学校の再編について
★ 放課後児童クラブの民間委託について
★ 成田空港機能強化に向けての取組

戸
と

村
むら

 ひとみ 議員 ★ 地域の活性化と発展について
★ 観光の振興について

P11 伊
い

藤
とう

 房
ふさ

代
よ  議員

★ 物価高対策について
★ 防災対策について
 ●  投票率の向上について

永
なが

井
い

 孝
たか

佳
よし 議員

 ●  区の在り方について
★ 消防団の在り方について
★ 環境美化について

P12 金
かな

澤
ざわ

 雅
まさ

哉
や  議員 ★ 若者の市政参加について

伊
い

藤
とう

 春
はる

美
み  議員

★ �障がい者福祉の充実―ストーマ装具の負担
軽減へ

★ �愛犬連れでも安心できる道の駅へ
★ �自転車ルール改正の周知を強化

P13 髙
たか

 美
み ち こ

千子 議員 ★ �地域社会での外国人住民との共生について

松
まつ

木
き

 源
げん

太
た

郎
ろう 議員

★  国民健康保険税の負担軽減対策について
★  �園芸用廃プラスチック対策の農家費用軽

減について
★ � � 飯岡駅地域から国道126号バイパスまで

の排水対策について

P14 伊
い

場
ば

 哲
てつ

也
や  議員

 ●  旭市ＤＸ基本方針と推進計画について
★ �まちづくり出前講座について
★ ��後期高齢者医療保険料の改定について

槗
は し

第１回定例会 一 般 質 問
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P８のＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

※
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
…
…
解
説
は
16
ペ
ー
ジ
。

防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て

問
県
で
は
フ※

ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
条
例

の
策
定
に
向
け
て
の
動
き
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
本
市
に
お
け
る
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

答
本
市
に
お
い
て
は
、
既
に
実
施

し
て
い
る
防
災
給
食
の
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
や
公
園
へ
の
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
が

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
に
合
致
す

る
。
災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
普

段
の
暮
ら
し
も
豊
か
に
す
る
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、

今
後
も
千
葉
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
た
い
。

交
通
安
全
の
強
化
に
つ
い
て

問
干
潟
小
学
区
に
あ
る
信
号
の
な

い
交
差
点（
干
潟
小
学
校
東
側
、

焼
き
肉
一
力
の
西
側
）に
つ
い
て
、
道

幅
が
同
程
度
で
あ
る
た
め
、
近
隣
住
民

と
通
行
者
の
間
で
優
先
道
路
に
関
す
る

認
識
に
違
い
が
あ
る
。
安
全
の
た
め
、

一
時
停
止
の
設
置
な
ど
、
何
か
対
策
は

取
れ
な
い
の
か
。

答
当
該
交
差
点
は
以
前
に
も
危
険

性
が
指
摘
さ
れ
、
一
時
停
止
の

設
置
が
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
当
時
は

設
置
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
時
停

止
の
設
置
を
改
め
て
警
察
へ
要
望
し
、

ド
ッ
ト
線
の
設
置
等
の
対
策
を
進
め
る
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
山
間
の
農
地
、
農
道
が
狭
い
、

水
利
が
乏
し
い
等
の
条
件
不
利

地
は
何
も
し
な
け
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地

に
な
っ
て
し
ま
う
。
耕
作
放
棄
地
再
生

事
業
補
助
金
に
よ
っ
て
農
地
を
再
生
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
耕
作
放
棄
を
減
ら
す

た
め
の
耕
作
奨
励
金
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
。

答
耕
作
放
棄
を
防
止
す
る
た
め
の

奨
励
金
制
度
を
創
設
す
る
に
は
、

対
象
農
地
の
範
囲
、
交
付
要
件
の
公
平

性
、
営
農
実
態
の
確
認
方
法
な
ど
、
制

度
設
計
上
の
課
題
が
多
岐
に
わ
た
る
。

耕
作
放
棄
の
未
然
防
止
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
の
で
、
既
存
の
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
の
活
用
、
地
域
計
画
に
基
づ

く
農
地
集
約
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

実
質
的
な
予
防
効
果
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
現
実
的
で
あ
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
資
材
価
格
の
高
騰
を
受
け
、
農

業
経
営
の
継
続
が
難
し
い
と
の

声
が
あ
る
。
市
の
経
営
支
援
の
現
状
と
、

中
小
規
模
農
家
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
市
独
自
の
支
援
と
し
て
は
、
国

の
対
象
と
な
ら
な
い
親
元
就
農

へ
の
支
援
金
の
給
付
や
、
転
入
に
よ
る

雇
用
就
農
へ
の
家
賃
補
助
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

問
農
地
の
分
散
・
遊
休
化
・
耕
作

放
棄
地
が
課
題
と
な
る
中
、
農

地
集
約
と
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い

て
市
の
役
割
を
伺
う
。

答
昨
年
度
に
市
内
15
地
区
で
地
域

計
画
を
作
成
し
、
今
後
は
農
地

の
集
約
な
ど
の
話
合
い
を
継
続
し
、
定

期
的
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
市
の
役
割
は
、

農
地
を
貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人
の

間
に
入
り
、
受
付
事
務
を
行
っ
て
い
る
。

問
農
業
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
循
環
利
用
の
現
状
は
。

答
現
状
で
は
、
個
々
の
農
家
に
よ

る
肥
料
利
用
や
耕
畜
連
携
に
よ

る
活
用
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
資
源
の

収
集
や
供
給
体
制
、
利
用
先
の
確
保
な

ど
が
十
分
に
整
っ
て
お
ら
ず
、
地
域
全

体
で
の
循
環
利
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
に
つ
い
て

問
学
校
跡
地
を
保
有
し
続
け
る
こ

と
に
よ
る
維
持
管
理
費
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
学
校
統
合
に
伴
う
跡

地
利
用
の
基
本
方
針
と
検
討
体
制
、
具

体
的
な
活
用
手
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
旭
市
学
校
施
設
利
活
用
基
本
方

針
の
下
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
利
活
用
、
行
政
需
要
へ
の
対

応
、
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
利
活
用
の

３
つ
の
観
点
を
重
視
し
進
め
て
行
く
。

問
民
間
提
案
型
制
度
の
導
入
状
況

と
、
旧
海
上
中
学
校
跡
地
の
活

用
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答
公
共
施
設
等
管
理
計
画
に
お
い

て
、
公
民
連
携
を
推
進
し
、
積

極
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

を
実
施
す
る
等
、
民
間
提
案
型
の
手
法

を
既
に
検
討
・
導
入
し
て
い
る
例
も
あ

る
。
旧
海
上
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て
も
、

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施

し
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
近
日

中
に
募
集
す
る
。

島田 恒 議員

常世田 正樹 議員
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

問
委
託
事
業
者
が
決
定
し
た
が
、

今
後
の
運
営
で
変
更
と
な
る
点

は
何
か
。

答
登
降
所
連
絡
ア
プ
リ
の
導
入
、

各
種
無
料
教
室
・
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
、
長
期
休
業
期
間
中
の
お
弁
当
の

配
達
サ
ー
ビ
ス
導
入
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
質
の
高
い
育
成
支
援
と

保
護
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

問
ク
ラ
ブ
利
用
料
が
月
5
0
0
0

円
か
ら
7
0
0
0
円
に
改
定
と

な
る
が
、
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
と
関
連
が
あ
る
の
か
。

答
受
託
料
の
改
定
と
、
民
間
委
託

に
関
連
は
な
い
。
昨
今
の
人
件

費
等
の
高
騰
に
よ
り
必
要
経
費
が
増
大

す
る
中
で
、
安
定
的
に
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
見
直
し

し
た
も
の
。

問
民
営
化
で
４
月
か
ら
業
務
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
継
続
し
て
働
く
支
援
員
に
安
心
し

て
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
。

答
３
月
に
委
託
事
業
者
に
よ
る
入

社
時
研
修（
基
本
的
な
接
遇
研

修
、
登
降
所
連
絡
ア
プ
リ
の
操
作
手
順

の
説
明
な
ど
）が
実
施
さ
れ
る
。
４
月

か
ら
万
全
の
体
制
で
運
営
が
開
始
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

成
田
空
港
機
能
強
化
に
向
け
て
の
取
組

問
昨
年
、
市
長
は
成
田
空
港
機
能

強
化
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
と

発
言
さ
れ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
航
空
便
や
貨
物
の
増
加
、
輸
出

拡
大
、
雇
用
創
出
、
観
光
振
興

な
ど
の
波
及
効
果
を
見
込
み
つ
つ
、
令

和
８
年
度
は
基
礎
調
査
に
よ
り
本
市
の

特
性
や
需
要
を
把
握
し
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
地
域
資
源
を
生
か
し
た
具
体
的

な
産
業
・
観
光
振
興
策
を
検
討
す
る
。

問
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
輸
出
拠
点
で
あ

る
成
田
市
場
等
を
生
か
し
な
が

ら
市
農
産
物
・
旭
市
ブ
ラ
ン
ド
の
輸
出

強
化
に
向
け
た
具
体
的
事
業
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
の
か
。

答
今
後
は
県
や
関
係
機
関
と
連
携

強
化
を
図
り
、
事
業
者
に
対
し

実
効
性
の
あ
る
支
援
策
を
検
討
す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
発
信
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
く
。

﨑山 華英 議員

地
域
の
活
性
化
と
発
展
に
つ
い
て

問
令
和
９
年
度
に
開
催
さ
れ
る

「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
」
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
お
も
て
な

し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
大
会
の
主
な
行
事
内
容
は
ま
だ

決
定
さ
れ
て
い
な
い
。

問
大
会
開
催
の
こ
と
を
周
知
し
て

ほ
し
い
。
令
和
８
年
度
に
市
民

へ
の
理
解
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
今
後
の
周
知
の
仕
方
は
。

答
市
で
実
施
し
て
い
る
海
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
大
会
の
周
知
を
図
る
。

問
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
越
し
に

な
る
こ
と
を
契
機
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
増
設
す
る
な
ど
、
考
え
ら
れ
る

市
の
役
割
を
伺
う
。

答
環
境
整
備
と
し
て
、
市
が
管
理

す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
切

な
管
理
に
努
め
る
ほ
か
、
県
な
ど
が
管

理
す
る
施
設
に
つ
い
て
も
、
要
望
し
て

い
き
た
い
。

問
市
民
参
加
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
市
の
芸
術
家
の
作

品
献
上
や
特
産
品
の
開
発
を
市
内
業
者

に
依
頼
す
る
な
ど
、
市
民
参
加
の
や
り

方
を
研
究
し
て
ほ
し
い
。

答
過
去
の
大
会
で
は
、
絵
画
等
の

展
示
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
県
の
実
行
委
員

会
を
通
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

問
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の

開
催
を
契
機
に
、
海
業
に
対
す

る
期
待
も
高
ま
る
と
考
え
る
。
ど
の
よ

う
に
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
の
か
。

答
基
本
的
な
計
画
と
な
る
旭
市
海

業
推
進
事
業
計
画
の
策
定
に
向

け
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問
積
極
的
に「
海
業
」と「
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
」
と
を
結

び
つ
け
、
関
連

性
を
持
た
せ
な

が
ら
事
業
を
進

め
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
二
つ
の

事
業
に

対
す
る
市
民
の

認
知
度
を
高
め
、

漁
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら

い
た
い
。

戸村 ひとみ 議員

大会ロゴマークの「千葉の海ロゴマーク」
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物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
と
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
本
市
で
は
３
つ
の
事
業
を
予
定

し
て
い
る
。
１
つ
目
が
、
旭
市

物
価
高
騰
対
策
臨
時
特
別
給
付
金
給
付

事
業
。
全
市
民
に
対
し
１
人
当
た
り
１

万
1
5
0
0
円
の
給
付
金
を
支
給
す
る
。

５
月
か
ら
の
支
給
を
予
定
し
て
い
る
。

２
つ
目
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
旭
市
共
通

商
品
券
発
行
事
業
。
市
内
の
商
店
等
で

利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
の
商

品
券
を
発
行
す
る
。
５
月
に
往
復
は
が

き
に
よ
る
購
入
申
込
受
付
を
開
始
し
、

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、

６
月
下
旬
ま
で
に
結
果
を
通
知
す
る
。

使
用
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
６
か
月
間
。
３
つ
目
が
、
水
道

料
金
の
減
免
。
水
需
要
の
多
い
夏
の
時

期
に
、
水
道
基
本
料
金
２
か
月
分
の
減

免
を
予
定
し
て
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
自
動
的

に
電
源
を
遮
断
で
き
る
装
置
で

あ
り
、
地
震
時
の
電
気
火
災
の
抑
制
に

効
果
が
あ
る
。
地
震
に
よ
る
火
災
を
防

止
す
る
一
方
策
と
し
て
、
有
効
な
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
・
購
入
に
対
す
る

支
援
制
度
は
あ
る
の
か
。

答
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
・
購

入
に
対
す
る
補
助
金
等
の
支
援

制
度
は
行
っ
て
い
な
い
。

問
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
普
及
促
進

す
る
た
め
に
、
市
で
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
。

答
国
の
示
す
普
及
促
進
に
関
す
る

考
え
方
に
お
い
て
、
地
方
公
共

団
体
の
防
災
部
局
の
み
な
ら
ず
、
電
気

関
係
事
業
者
や
住
宅
関
連
事
業
者
等
の

関
係
者
と
連
携
し
、
普
及
促
進
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
を
所
管
す
る
防
災
部
署

が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
役
割
を
明
確
に
し
た
協

力
体
制
の
構
築
に
努
め
、
実
効
性
の
あ

る
普
及
促
進
を
図
る
。
取
り
組
み
と
し

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
必
要
性
や
チ
ラ
シ
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
イ
ベ
ン

ト
等
に
お
い
て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
啓

発
活
動
も
実
施
し
て
い
る
。

伊藤 房代 議員

消
防
団
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
現
在
進
め
て
い
る
消
防
団
の
統

合
計
画
の
概
要
を
伺
う
。

答
第
５
次
旭
市
行
政
改
革
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
令

和
７
年
度
か
ら
５
年
間
で
実
施
さ
れ
る
。

計
画
で
は
、
部
数
を
47
個
部
か
ら
31
個

部
に
再
編
し
、
団
員
数
を
７
６
９
名
か

ら
５
５
０
名
に
改
正
す
る
予
定
。

問
再
編
に
よ
り
人
数
が
減
る
の
で
、

消
防
団
員
報
酬
と
出
動
報
酬
を

増
額
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
消
防
団
員
報
酬
、
出
動
報
酬
と

も
に
、
国
が
示
し
て
い
る
基
準

額
と
差
異
が
あ
る
状
況
。
各
報
酬
額
に

つ
い
て
も
、
今
後
の
組
織
再
編
と
並
行

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
操
法
大
会
で
は
な
く
操
作
の
習

得
を
目
的
と
し
た
訓
練
に
変
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
県
や
県
内
市
町
村
の
動
向
に
注

視
し
、
今
後
の
開
催
の
有
無
を

決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
消
防
団
活
動

能
力
の
維
持
と
団
員
の
負
担
軽
減
を
考

慮
し
た
訓
練
を
企
画
し
て
い
き
た
い
。

環
境
美
化
に
つ
い
て

問
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
ペ
ッ
ト
の

糞
尿
の
放
置
に
対
す
る
取
り
組

み
を
伺
う
。

答
被
害
に
遭
っ
て
い
る
方
に
不
法

投
棄
禁
止
の
看
板
や
ペ
ッ
ト
の

糞
尿
被
害
防
止
の
看
板
を
配
布
し
て
い

る
。
原
因
者
が
分
か
っ
た
場
合
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問
旭
市
環
境
美
化
推
進
に
関
す
る

条
例
で
は
不
法
投
棄
を
し
た
場

合
に
５
万
円
の
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
罰
則
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
抑
止
力
に
な
る
。
も
っ
と
周
知
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
よ

る
広
報
活
動
や
、
立
て
看
板
に

そ
の
旨
を
明
記
す
る
な
ど
、
効
果
的
な

周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

永井 孝佳 議員
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若
者
の
市
政
参
加
に
つ
い
て

問
若
者
か
ら「
市
政
が
見
え
な
い
」

「
情
報
が
届
か
な
い
」
と
の
声

が
あ
る
が
、
市
は
現
状
を
ど
う
把
握
し

対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
昨
年
度
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
若
い
世
代
ほ
ど

広
報
誌
を
読
ん
で
い
る
割
合
は
低
か
っ

た
。
市
の
情
報
は
広
報
誌
の
ほ
か
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
、
様
々
な
媒
体
か
ら
取

得
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
行
政
の
施
策
や
予
算
な
ど
は
、

専
門
用
語
が
多
く
理
解
し
づ
ら

い
。
説
明
の
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
誰
に
で
も

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
の
工
夫
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
予
算
を
家
計
に
例
え
る
な
ど
分

か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
る
。
ま
た
、
１
月
か
ら
は
広

報
誌
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
若
い
世
代

に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
紙
面
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
若
者
に
伝
わ
り
や
す
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
動
画
を
活
用
し
た
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
市
長
と
あ
さ
ピ
ー
に
よ
る
ダ
ン

ス
動
画
は
好
評
で
あ
り
、
市
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
今
後
も
市
政
へ
の
入
り
口
と

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
の
発
信
に
努
め
る
。

問
若
者
が
市
政
に
参
加
で
き
る
方

法
に
つ
い
て
、
若
い
世
代
に
特

化
し
た
仕
組
み
は
あ
る
か
。

答
市
長
へ
の
手
紙
制
度
、
地
域
意

見
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
総
合
戦
略
の
策
定
に
当
た
っ
て
は

若
者
を
含
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
な
ど
、
若
い
世
代
か
ら
の
意
見
の
把

握
に
も
努
め
て
い
る
。

問
若
者
の
声
が
実
際
に
政
策
に
反

映
さ
れ
た
事
例
は
あ
る
か
。

答
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
子
育

て
世
代
の
意
見
か
ら
実
現
し
た

お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
や
給
食
費
無
償
化
な

ど
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
が
あ
る
。

金澤 雅哉 議員

障
が
い
者
福
祉
の
充
実 

― 

ス
ト
ー
マ
装
具
の
負
担
軽
減
へ

問
物
価
高
騰
に
よ
り
ス
ト
ー
マ
装

具
な
ど
の
価
格
が
上
昇
し
、
負

担
が
増
加
し
て
い
る
。
基
準
額
の
早
期

見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

答
昨
今
の
急
激
な
物
価
高
騰
の
影

響
は
、
ス
ト
ー
マ
装
具
に
つ
い

て
も
例
外
で
は
な
く
、
障
が
い
の
あ
る

方
の
生
活
の
負
担
は
増
加
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
ス
ト
ー
マ
装
具

の
基
準
額
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
近
隣

市
の
状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り

適
正
な
水
準
に
設
定
し
て
い
く
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

愛
犬
連
れ
で
も
安
心
で
き
る
道
の
駅
へ

問
道
の
駅
季
楽
里
あ
さ
ひ
で
、
愛

犬
連
れ
の
来
訪
者
が
安
心
し
て

短
時
間
の
買
物
や
食
事
を
楽
し
め
る
よ

う
、
ま
た
ペ
ッ
ト
同
伴
エ
リ
ア
の
環
境

向
上
の
た
め
に
も
、
リ
ー
ド
フ
ッ
ク
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

12万回以上再生された市長
とのインスタ動画第１弾

答
利
用
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
他
の
道
の
駅
の

事
例
な
ど
も
参
考
に
し
つ
つ
、
安
全
性
、

管
理
体
制
、
設
置
場
所
等
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

自
転
車
ル
ー
ル
改
正
の
周
知
を
強
化

問
令
和
８
年
４
月
か
ら
自
転
車
の

交
通
違
反
に
反
則
金
制
度
が
導

入
さ
れ
る
。
高
齢
者
へ
の
周
知
と
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
広
報
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
で
周
知
を
行
う
。
ま
た
、

取
り
組
み
と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
出

前
講
座
に
「
交
通
安
全
」
が
あ
る
の
で
、

相
談
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

問
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
に
上
限

2
0
0
0
円
の
助
成
が
あ
っ
た

が
、
助
成
制
度
は
継
続
す
る
の
か
。

答
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助
は
、

県
の
補
助
金
を
利
用
し
て
お
り
、

県
が
令
和
８
年
度
も
実
施
予
定
と
の
こ

と
な
の
で
、
市
も
引
き
続
き
行
う
予
定

で
い
る
。

伊藤 春美 議員
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地
域
社
会
で
の
外
国
人
住
民

と
の
共
生
に
つ
い
て

問
外
国
人
住
民
の
実
態
に
つ
い
て

伺
う
。

答
外
国
人
の
住
民
人
口
は
２
１
３

３
人
で
、
国
籍
別
で
は
タ
イ
５

２
５
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
４
８
３
人
、

ベ
ト
ナ
ム
４
６
４
人
、
そ
の
ほ
か
中
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
計
31

の
国
と
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

問
就
労
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
在
留
資
格
で
は
、
特
定
技
能
、

技
能
実
習
、
技
術
・
人
文
知

識
・
国
際
業
務
等
と
な
っ
て
い
る
。

問
外
国
人
の
生
活
保
護
受
給
者
の

数
を
伺
う
。

答
外
国
人
の
生
活
保
護
受
給
者
は

５
人
で
、
タ
イ
３
人
、
ブ
ラ
ジ

ル
１
人
、
台
湾
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
外
国
人
の
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
状
況
を
伺
う
。

答
令
和
６
年
度
末
で
、
滞
納
世
帯

数
は
５
０
５
世
帯
、
滞
納
金
額

は
２
６
６
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問
様
々
な
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
役
所
内
に
外
国
人
専
用
の
相

談
窓
口
は
あ
る
の
か
。

答
専
用
の
窓
口
は
な
い
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
窓
口
で
翻
訳
機
等
を
活

用
し
な
が
ら
相
談
対
応
し
て
い
る
。

問
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
日
本
語

教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
実
態
に
応
じ
て
、
特
別
な
教
育

課
程
を
編
成
し
て
日
本
語
指
導

を
行
う
こ
と
や
、
個
別
の
説
明
等
の
学

習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
旭
市
モ
ス
ク
「
マ
ス
ジ
ド
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
」
に
つ
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
か
。

答
関
係
機
関
と
情
報
は
共
有
し
て

い
る
。
周
り
の
住
民
と
相
互
に

理
解
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
と

考
え
て
い
る
が
、
市
と
し
て
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
は
起
こ
し
て
い
な
い
。

問
旭
市
で
の
外
国
人
と
の
共
生
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
地
域
住
民
と
外
国
人
が
共
に
安

心
し
て
生
活
出
来
る
よ
う
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
体
の
役

割
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
必
要
に

応
じ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

高  美千子 議員

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

対
策
に
つ
い
て

問
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
数
と
滞

納
世
帯
数
は
。

答
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
は
９
４

３
３
世
帯
。
滞
納
世
帯
は
令
和

６
年
度
決
算
で
１
６
３
３
世
帯
。

問
国
保
税
の
均
等
割
額
を
未
就
学

児
に
つ
い
て
は
、
半
額
を
国
が

負
担
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

18
歳
未
満
の
被
保
険
者
の
国
保
税
の
均

等
割
を
免
除
し
て
い
る
県
内
自
治
体
も

あ
る
。
旭
市
で
も
で
き
な
い
か
。

答
社
会
保
障
審
議
会
に
お
い
て
、

子
育
て
世
帯
の
さ
ら
な
る
負
担

軽
減
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
の
動
向

を
注
視
し
、
法
に
の
っ
と
っ
た
対
応
に

よ
り
負
担
軽
減
を
進
め
て
い
く
。

園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策

の
農
家
費
用
軽
減
に
つ
い
て

問
市
は
他
の
自
治
体
よ
り
㎏
当
た

り
10
円
多
く
補
助
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
充
実
し
、
園
芸
農
家
の
負
担
な

し
に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
等
の
焼
却
で
き
る
資
材
に
つ
い

て
、
市
の
負
担
で
焼
却
で
き
な
い
か
。

答
補
助
金
額
は
令
和
４
年
に
増
額

し
、
近
隣
市
と
比
べ
て
も
手
厚

い
支
援
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
適
正

な
支
援
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
等
は
、

東
金
市
の
処
理
工
場
で
固
形
燃
料
に
再

生
処
理
し
、
工
場
や
発
電
所
の
燃
料
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
焼
却
せ
ず
再
生

利
用
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
農
業
と

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

飯
岡
駅
地
域
か
ら
国
道
1
2
6
号
バ

イ
パ
ス
ま
で
の
排
水
対
策
に
つ
い
て

問
現
在
ど
の
よ
う
な
計
画
で
こ
の

地
域
の
雨
水
対
策
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

答
飯
岡
駅
南
地
域
の
排
水
先
は
、

主
に
４
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、

既
存
排
水
路
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
、
改
修
と
維
持
管
理
を
進
め

て
い
る
。
冠
水
が
発
生
す
る
場
所
と
旧

海
上
中
学
校
跡
地
が
近
接
し
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
跡
地
利
用
の
具

体
化
を
進
め
る
際
に
は
、
冠
水
対
策
を

含
む
道
路
や
排
水
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
一
体
的
に
検
討
、
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

松木 源太郎 議員
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ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
に
つ
い
て

問
出
前
講
座
は
非
常
に
優
れ
た
制

度
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
の
実

施
状
況
や
課
題
を
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｒ
強
化

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
充
実
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
の
改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
６
年
度
は
開
催
回
数
42
回
、

参
加
者
8
8
0
人
。
実
施
率
は

62
講
座
中
21
講
座
で
約
34
％
。
開
催
回

数
上
位
の
講
座
は
介
護
予
防
や
健
康
づ

く
り
な
ど
で
、
直
近
３
年
間
で
未
実
施

の
講
座
は
24
講
座
。
講
座
の
周
知
は
広

報
で
行
っ
て
お
り
、
全
庁
的
な
反
省
は

実
施
し
て
い
な
い
。
実
施
報
告
書
に
よ

り
各
課
で
改
善
を
図
っ
て
い
る
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
機
能
の
充
実
や
、
内
容
に
応

じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
動
画
化
に
つ
い

て
も
今
後
検
討
し
改
良
に
努
め
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

問
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
制
度

内
容
、
令
和
８
年
度
・
９
年
度

の
保
険
料
の
改
定
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
75
歳
以
上
の
全
て
の
方
と
、
一

定
の
障
が
い
が
あ
り
65
歳
以
上

で
希
望
す
る
方
を
対
象
に
し
た
医
療
制

度
。
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
運
営
主
体
と
な
り
、
市
で
は
申
請

の
受
付
や
保
険
料
の
徴
収
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
保
険
料
率
は
原
則
２
年
ご
と

に
改
定
が
図
ら
れ
、
令
和
８
年
度
は
改

定
の
年
と
な
る
。
保
険
料
は
均
等
割
額

と
所
得
割
率
で
決
定
さ
れ
、
今
回
の
保

険
料
率
の
改
定
内
容
は
、
医
療
分
均
等

割
額
が
５
万
１
０
０
０
円
、
所
得
割
率

が
９
・
40
％
、
賦
課
限
度
額
が
85
万
円

と
な
り
、
均
等
割
が
７
２
０
０
円
の

増
、
所
得
割
率
が
０
・
29
ポ
イ
ン
ト
の

増
、
賦
課
限
度
額
が
５
万
円
の
引
き
上

げ
。
８
年
度
か
ら
新
た
に
保
険
料
と
あ

わ
せ
て
徴
収
さ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
分
は
均
等
割
額
が
１
３
１
０
円
、

所
得
割
率
が
０
・
25
％
、
賦
課
限
度
額

が
２
万
１
０
０
０
円
と
決
定
さ
れ
た
。

伊場 哲也 議員

保育士配置基準の引上げと
改善を求める！

市議会から国へ意見書を提出

　陳情第１号が採択されたことに伴う、発議第１号
の可決により、内閣総理大臣やこ
ども家庭庁長官、衆・参議院議長
などに意見書を提出しました。
　意見書の全文は右のＱＲコード
でご覧いただけます。

〈意見書抜粋〉
全ての施設において、基準以上の条件での保育を実
現するために、１歳児の加算要件をなくした上で、
法令改定により基準を引上げること、３歳児、４・
５歳児は経過措置を撤廃することで、保育士等職員
の負担を軽減し、子ども一人一人に対して丁寧な関
わりを保障するとともに、全ての年齢で基準をさら
に改善することが、保育現場と保護者の切なる願い
である。 

意見書

会議資料を公開しています

議会をもっと近くに

　会議資料をホームページ
で公開しています。資料は
順次掲載されますので、ぜ
ひご覧ください。
　これまでは議事日程や審
議案件等のほか、一般質問
表を掲載していましたが、
今定例会から議長報告一覧
や議案質疑通告一覧などの
資料もホームページで公開
しています。

議事日程と
会議資料

審議案件一覧

・議事日程
・議長報告一覧
・議案一覧
・一般質問表
・議案質疑通告一覧

などの資料を公開し
ています。

掲載している資料

子ども・子育て支援金分
令和８年度 令和７年度

均等割額 1310円 ｜
所得割率 0.25％ ｜
賦課限度額 2万1000円 ｜

後期高齢者医療保険料
令和８年度 令和７年度

均等割額 5万1000円 4万3800円
所得割率 9.40％ 9.11％
賦課限度額 85万円 80万円
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　実際に足を運んだ方は143
人、ネットのライブ配信の視
聴は6321件でした。
　いつでも、どこからでも、
物理的な距離を越えて議会は
皆さんのすぐそばにあります。

　内訳は市長提出議案91議
案、委員会提出議案５議案、
議員提出議案１議案、請願５
件でした。

議案

　令和７年度の市の一般会計予
算376億3500万円のうち、議
会費が占める割合は、約0.6％
です。
　この予算が、市政のチェック
役としての大切な使命を支えて
います。

　令和７年定例会は３月、６月、９月、11月の年
４回開催され、１回の定例会につき20日程度の会
期が設けられました。
　そのほか、令和７年は８月に臨時会が１回開催さ
れました。
　会議時間は本会議約4590分、委員会約2400分
でした。（休憩を除く実会議時間）

　        2億2106　万円 

傍聴者数　143　人 

　102　件 

※内、委員会傍聴者４人

※内、本会議日数は24日

議会費
予算額

会期日数　96　日
審議等
案件数

◦初日に議案が上程され、議題と
なります。
◦市長及び課長が議案の説明をし
ます。
◦議員が議案に対して疑問点を質
疑します。

◦議案等を詳細に審査するため、
担当の委員会に審査を依頼しま
す。
◦各委員会で専門的に詳しく審査
し、委員会としての可否を決め
ます。

◦委員会での審査経過や結果を報
告します。
◦議案等に対して自己の意見を表
明する討論を行います。
◦議案等について賛成・反対の採
決を行います。

本会議

委員会

本会議

議案とは別に、市政全般について
質問します。

一般質問

定例会の流れ

議会活動実績2025
議会の１年をカンタン解説

昨年、議場では何が動いた？どんな課題を、どうやって決めた？
難しい話はいったんお休み。数字で見る、議会の１年。その「カンタン解説」をお届けします。
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※�あさひ議会だよりは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、誰にでも読
みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

本紙で気になった
用語を解説するよ！

あさピーが解説

気になるあの用
・ ・

語

Ａ　「フェーズフリー」とは、身の回りにあるモノや
サービスを、日常時はもちろん非常時にも役立て

ることができるという新しい防災の考え方です。「日常
（フェーズ）」と「非常時（フェーズ）」という2つの時間を区

切るのではなく、自由（フリー）にするという意味を持ち
ます。つまり、いつもの暮らしで使っているものが、そ
のまま「もしも」のときにも役立つようにすることで、特
別な準備をしなくても防災につながるという考え方です。

掲載は９ページQ フェーズフリーってな～に？

第２回定例会の予定

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

（６月５日～６月25日）

日 月 火 水 木 金 土
5/31 １ ２ ３ ４ ５

開会

６

8 ８ ９ 10 11

議案質疑

12 13

14 15

一般質問

16

一般質問

17

一般質問
（予備日）

18

建設経済
常任委員会

19

文教福祉
常任委員会

20

21 22

総務
常任委員会

23 24 25

閉会

26 27

議会を傍聴しませんか
　本会議は誰でも傍聴できますので、希望される方は、
市役所４階の議会事務局までお越しください。親子傍聴
席も設置していますので、お子様連れの方でも気兼ねな
く傍聴できます。

　本会議は、インターネットで生中継と録画配信（過去５
年分）を行っています。パソコンのほか、スマートフォン
やタブレット端末でも視聴できます。ぜひご覧ください。

議会中継をご覧ください

議案質疑と一般質問の進め方が変わりました
　今定例会より、議案質疑および一般質問の進め方を見直しました。より充実した審議を行い、議論の内容を分
かりやすく伝えるための変更です。変更点は以下のとおりです。

〈議案質疑〉
　議案質疑の方法について、議案順から通告者順とし、一括質疑
一括答弁で、質疑回数は３回とし、質問席への移動を減らすこと
で、会議時間の短縮による会議の円滑化を図ることとしました。

〈一般質問〉
　一般質問の方法について、質問の回数制限をなくすことで、一
つの項目を深掘りしたり、答弁に合わせて柔軟に再質問すること
ができるようになりました。質問回数の制限をなくしたことに伴
い、質問答弁時間を合わせて60分以内としました。これにより、
簡潔明瞭な質問と答弁が期待されることとなりました。

一般質問
新 旧

質問回数 制限なし ４回

質問時間 質問答弁含め
60分以内

質問のみ
40分以内

議案質疑
新 旧

質疑の順番 通告者順で
議案ごと

議案順で
通告者ごと

会議の円滑な運営とより深く活発な議論のために
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